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 コロナ感染症が周りで増えてる中での、日曜日の卒園式にはひやひやしながらの開催になりましたが、ほとん

どの卒園児が元気に参加でき本当にうれしく思いました。式も落ち着いた雰囲気の中で粛々と進行され、みんな

で子ども達の成長を感じながらの卒園式だったと思います。 

 今年度は、卒園証書を担任に代読してもらいました。練習の時から、証書が読めずに涙を流す職員もいました。

子ども達と過ごした園生活が走馬灯のように頭の中でぐるぐる回っていたのでしょう。 

この一年、担当職員は本当によく頑張ってくれました。日頃から「子どもひとりひとりに寄り添った保育を・・・」

「保護者にもしっかり寄り添って…」と話をしています。しかし、この「寄り添う」ことの難しさを身に染みて

いる職員です。言葉では簡単ですが、子どもも保護者も十人十色です。性格、家庭環境、抱えてる諸問題、それ

ぞれが違いますから、そこに対応していくことの難しさ・・・。保育という仕事は、決して楽しいだけの仕事で

はありません。思い悩み、眠れない日もあります。だけど私たちはプロです。次の日は笑顔で、子ども達に接し

ていきます。つらい時、悲しい時もたくさんあるけど、そんな私たちの気持ちを勇気づけてくれるのも、子ども

たちの成長を近くで見れたり、、子どもの何気ない笑顔のおかげで前を向けています。そして、何よりも保護者

のみなさまが「いつも、ありがとうございます」とかけてくださる言葉が励みとなっています。 

 保護者会長様の最後の挨拶で「よく話を聞いてくれる職員」「おおむたこども園に子どもを預けて本当に良か

った」と言ってくださいました。私達こそ「子ども達を私たちに預けてくださって、ありがとうございます！」

と感謝の気持ちでいっぱいでした。 

 ここ２～３年、誰も経験したことのない感染症対応に試行錯誤しながら進んできました。 

保護者のみなさまのご協力、ご理解、励ましがあって乗り切ってくることができました。 

本当にありがとうございます。残り３１日まで楽しく、元気に過ごせるようにしていきたい 

と思います。これからもよろしくお願いいたします。 

＊登園自粛のお願い 

（都城市保育課からのお願い） 

６日に「まん延防止等重点措置」の終了となりました。

しかし依然として都城市は施設の感染が収まらず、クラス

ターも頻発している状態です。本日、市からの登園自粛の

お便りが再度出ましたので、よく読まれて対応をお願いし

ます。 

◎ 平日、お仕事がお休みの家庭は、子どもさんもできれ

ばお休みをお願いします。 

◎ 土曜日の出席に関して、人数確認をさせていただきま

す。 

◎ お仕事が終わり次第、お迎えをお願いします。 

◎ お仕事で県外に行かれた際は、必ず PCR 検査を受け

られて陰性が証明されてからの登園のご協力をお願い

します。 

長引く自粛生活で精神的にもつらいところですが、何とか

みなさまのご協力を頂いて乗り切りたいですね。 

＊保護者会費の決算書に関しましては、監査が

終わり次第、みなさんに配布したいと思ってい

ます。ご了承ください。 

＊卒園式に園児服を借りられた方は、クリーニ

ングをして早めの返却をお願いします。 

＊４月から１歳児（現在のいちご０組）も水筒を

使いますので、ストロー式でなくコップ式の水

筒の準備をお願いします。また、現在、直飲み式

の水筒を使ってる子どもさんは、衛生上の観点

から、次回買われるときは、コップ式がいいかと

思います。 

＊園児が使っている手拭きタオルは、丁度切り

替えになりますので、新しいものに変えてくだ

さい。汚れがめだつ子どももいるようです。 

＊在園児の終了記念品は、２５日にお渡しした

いと思います。 


